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数年前まで，本誌の編集委員長として，長年その発展
に尽力された桑田次男教授が本年 4月 1日をもって停年
退官された。
去る 2月18日に同教授の最終講義「つつが虫病とその
リケッチア」が行なわれ，拝聴した。
リケッチアの研究は大正末期から昭和20年代にかけて
本学微生物学教室の重要な研究テーマであった。桑田先
生は，学生時代から当時の羽里教授の下でつつが虫病の
リケッチアについて研究された。また，入局後間もなく
の昭和23年米軍 406医学綜合研究所ウイノレス・リケッチ
ア部に派遣され，パーギー博士と協力して富士山麓の新
しいつつが虫病の流行地においてつつが虫の一新種， 
llroDlbicula fuji ，(フジツツガムシ)を発見し， J. Pa-
rasit.に発表されたという。先生の研究者としての重要
な，かつ輝かしい出発がっつが虫病に関して展開された
わけである。
今日でも，多少の小流行の散発が報ぜられるけれど
も，抗生物質による治療効果の確定により，つつが虫病
はもはや過去の病気のようにも思われる。しかし，昔は
秋田，山形，新潟の三県における風土病として知られ，
「慈がなきゃ」と言う言葉の語源ともなったほどの難病
であった。昭和初期における本症の病原体の研究は，細
菌学会においてもっとも注目を集めた課題であったとい
う。千葉医科大学の細菌学教室では，緒方規雄教授を中
心にして，つつが虫病の病原体の家兎皐丸への接種によ
る継代培養の成功じ腫脹した皐丸の組織球内での微生
体の確認，マウスが本症の感染に感受性が高く病原体の
検出に適していることなど世界に先がけて貴重な研究が
逐行された。中でも組織球内の微生体は， cell freeの
培養ではないため断言はさけているけれども，ほぼ病原
体を確定した重要な研究であるとされている。この間，
実験室内感染により，北川承ー，菅田孝郷，鹿島宗逸の
三氏が死亡された。リケッチアの研究中における感染死
の例は多く，リケッチア病原体の最初の発見，命名者で
あるプロワツェックも発疹チフスで倒れた。わが国でも
新潟医科大学病理学教室の西部増次郎教授がっつが虫病
の感染で他界されている。本症の危険度はよく知られて
いたであろうが，敢然として研究に没頭された当時の先
輩たちには厳粛な敬意を払わずにはいられない。現在の
微生物学教室の廊下の壁には最め込まれたレリーフには
研究に一命を捧げた上記の三氏を偲び冥福を祈った碑文
が刻まれている。
当時の細菌学教室の研究業蹟や，発病12日にして逝去
された北川承一氏の経過について千葉医学雑誌の 6巻 1
号， 11号(昭和3年)， 7巻9号(昭和4年)に報告さ
れた。
かの有名な馬杉腎炎に関する世界最初の報告も千葉医
学雑誌 (9巻10号，昭和 6年;10巻 8号，昭和7年)に
掲載されているとの紹介もあった。これらの貴重な論文
が発表されている本誌のもつ歴史の重みと栄光に思いを
新たにさせられた次第である。
長い研究生活の年輪に裏打ちされた桑田先生のお話し
には感慨深いものがあった。たとえば，つつが虫病が赤
ムシと呼ばれる毛ダニによって媒介されることを最初に
報告(Zentralbl. Bakteriol.)したのは湯沢町のー開業
医，田中敬助氏であると述べた後に「大学にいてもナマケ
テいては駄目です」とさりげなくつけ加えられた。最近の
ようにとかく学位，研究歴などに関して形式主義が横行
している風潮に対する頂門のー針のようにも，思われた。
すべてのつつが虫病が本症の媒介をするわけではない，
ということに関連して色々の病原菌の宿主となる生物の
生態学というものが如何に大変なものかということも興
味深かった。日本脳炎の媒介をする小型アカイエ蚊など
も，何故この種類だけが宿主となるのかを突きとめるた
めには文字通り気の遠くなるような調査と分類が必要で
あったという。分類学などというものは，近代の科学と
は無縁なもののように思っていたが，学問の世界の奥深
さと，評価のむつかしさを改めて教えられた次第であっ 
fこ。
桑田教授の退官記念式 (3月12日)における講演は，
インターブエロンに関するものであった。この内容は，
本誌に総説として掲載させて戴く予定である。本誌の歴
史にさらに重要なー頁を加えるものとして期待される。
さて，千葉医学雑誌の昨今であるが，一時期少なかっ
た原著論文が昨年始め頃から増え始め，最近は臨床研
究，症例報告とともに著増しつつある。もとより原著論
文の掲載誌という本来の使命に鑑み，喜ばしい傾向と考
えている。本年の第 2号からは，原著，臨床研究を合せ
て4本立とした。ここ数年来の倍増となった。
編集委員として長年ご協力戴いた泌尿器科，島崎淳教
授に代って， 4月より歯口科，佐藤研一教授に参加戴く
こととなった。(編集委員長本田良行)
